
2024 関東アマ連 総会報告

1) 役員人事
新理事長：栗山仁（2年目途） 副理事長：伊藤孝志
相談役：山中順一郎

2) 会計（概要）
一般会計の年度収支プラス（一概にいいことではない）だが、別会計となっている都市対抗が
今年から3年連続の他地区開催で大きな赤字が見込まれ、2025年でプール金が底をつく。
■一般会計
[1]一般活動費
収入：45000 支出：22257 収支：△22743
内訳）収入は賛助会費、支出はサーバー維持費＋総会参加交通費
※ 賛助会費は微増、支出は例年ベース

[2]スコッチダブルス
収入：64000 支出：97000 収支：▲33000
内訳）収入はフィー16チーム、支出は会場費＋賞典＋ポスター配布等
※ アマ連の対象者拡大策としての広報費用の意味があり、赤字は計画通り

[3]研修会
収入：125000 支出：77280 収支：△47720
内訳） 収入はフィー125人、支出は賞典＋ポスター配布・記録等
※ 還元率は61.8%→低いので来年対策必要

まとめ）年度収支△37463 残高：266989円（銀行口座：128000、現金：138989）
■都市対抗
収入：64000 支出：105000 収支：▲41000
まとめ）都市対抗残高：57572

来年（沼津）に2チーム派遣として約10万支出予定

3) 研修会
・今年は参加者増（別紙参照）
・来年について
・定員先着30人を撤廃、最少催行人数は現状維持の15人
→会場確保の都合でエントリー最後の数人に遠慮いただく場合があるかもしれない
・Cクラス廃止を継続、レッスンをやりたいが
→4回のうちどこかで希望者を募り、クラスを編成できればやりたい
→2段3段くらい対象のフィー還元策としてレッスン以外のアイデアが現状ない
・女性プレーヤーがレディース試合日程とブッキングする問題は来年は回避見込み

4) スコッチダブルス
・今年のプレ企画は好評で期待以上の成功だった
・参加上限16チームが揃った
・17点以下（研修会対象外）の方が全32人中、半数以上の17人で期待以上
・空きテーブルを極小化したフォーマット、途中も含め計画通りの時間進行
・ベースは完成し、運営は少人数の役員で開催できる
・来年から正式スタート、同じものを開催する

5)都市対抗
・来年は沼津に2チーム派遣
・女性チーム、女性枠については、そもそも希望者がいるのか事前調査した上で協議
・再来年は関西
・残高枯渇問題

以上

別紙写真

ここが研修会関連



2024年

研修会 参加者数推移 2012～

今年2024年
第3回の日程改善で解決

去年2023年
第3回減少 危機的
仮説）夏休み連休の開催が原因

2024年頭 参加者増施策
・勧誘拡散
・ポスター配布

第4回
・要日程改善
・ランキング結果が見えて
モチベーション低下？



一般会計残高（口座） 128000
都市対抗残高（口座） 50000
計 178000円 利子とか手数料とかで12円足りないけど

関東アマ連の銀行口座は
いまこうなってます
※2024年12月15日総会にて確認、撮影


